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中
国
伝
統
音
楽
と
琉
球
伝
統
音
楽
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
山
内
盛
彬
先
生
な
ど
琉
球
音
楽
研
究
の
先
輩
た
ち
が

（
１
）
 

多
く
貴
重
な
研
究
成
果
を
挙
げ
た
。
山
内
盛
彬
先
生
『
琉
球
の
幸
曰
楽
芸
能
史
』
中
に
、
琉
球
の
古
代
音
楽
に
は
固
有
立
曰

楽
、
日
本
音
楽
の
流
入
、
中
国
音
楽
の
輸
入
、
行
事
そ
の
他
を
分
け
さ
せ
て
い
た
。
そ
の
中
に
、
「
中
国
音
楽
の
輸
入
」

は
、
聖
廟
楽
と
打
花
鼓
、
爬
龍
船
競
漕
、
網
曳
の
金
鼓
、
弥
勒
お
迎
え
と
四
つ
竹
踊
り
と
獅
子
舞
、
路
次
楽
、
御
座
楽

を
含
く
め
て
い
る
。
そ
の
六
種
類
の
音
楽
は
全
部
、
中
国
か
ら
直
接
に
琉
球
へ
輸
入
し
た
音
楽
で
あ
る
。
し
か
し
、
関

連
性
か
ら
見
る
と
、
直
接
に
輸
入
し
た
も
の
以
外
に
、
要
素
の
影
響
が
あ
っ
た
組
踊
、
三
弦
と
三
弦
楽
な
ど
を
も
含
め

そ
の
中
に
、
琉
球
伝
統
音
楽
に
お
け
る
中
国
伝
統
音
楽
を
吸
収
、
受
容
、
変
容
の
程
度
か
ら
み
る
と
、
「
原
存
（
そ

の
ま
ま
の
）
受
容
」
と
変
体
受
容
と
部
分
要
素
受
容
と
三
つ
類
型
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

て
い
る
。 琉
球
伝
統
音
楽
に
お
け
る
中
国
伝
統
音
楽
受
容
の
三
つ
の
類
型
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耀
華
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御
座
楽
は
一
八
七
九
年
の
廃
藩
置
県
以
来
、
演
奏
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
実
演
の
伝
承
も
途
絶
え
て
し

ま
っ
た
。
し
か
し
、
江
戸
上
り
の
記
録
に
は
、
数
多
く
の
歌
詞
が
残
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
『
琉
球
御
座
楽
と
中
国
音

楽
』
第
四
章
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
十
曲
の
「
唱
曲
」
の
歌
詞
を
研
究
し
た
結
果
、
一
曲
《
福
寿
歌
》
だ
け
が
中
国

の
歌
詞
の
様
式
に
模
倣
し
て
作
っ
た
も
の
で
、
他
の
九
曲
、
つ
ま
り
《
四
大
景
》
、
三
年
纏
過
》
、
《
天
初
暁
》
、
《
清
江

引
》
、
《
急
三
槍
》
、
《
紗
窓
外
》
、
《
閑
元
宵
》
、
《
一
更
里
》
、
《
相
思
病
》
な
ど
の
唱
曲
の
歌
詞
は
全
て
中
国
音
楽
に
そ
の

原
形
、
源
流
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
御
座
楽
《
四
大
景
》
と
同
じ
歌
詞
が
、
福
建
省
の
閏
劇
と
恵
安

県
の
北
管
と
に
別
々
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
清
代
の
顔
自
徳
が
録
集
し
た
《
電
裳
続
譜
》
と
い
う
歌
詞
集
に
も
保

存
さ
れ
て
い
る
。
御
座
楽
《
紗
窓
外
》
、
《
閾
元
宵
》
、
三
更
里
》
な
ど
の
歌
詞
は
、
漸
江
省
泰
順
県
の
《
紗
窓
外
》
、

河
南
省
准
濱
県
の
《
闇
元
宵
》
、
清
代
の
華
広
生
編
集
《
白
雪
遺
音
》
の
中
の
《
嘆
五
更
》
な
ど
に
、
そ
れ
ぞ
れ
原
形

を
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

原
存
受
容
と
は
、
琉
球
の
人
々
が
中
国
伝
統
音
楽
を
受
容
す
る
過
程
中
、
で
き
る
だ
け
も
と
も
と
の
様
式
を
保
存
し
、

そ
し
て
変
化
し
な
い
よ
う
に
努
力
す
る
受
容
の
試
み
で
あ
る
。
御
座
楽
は
基
本
的
に
こ
の
類
型
に
属
し
て
い
る
。

琉
球
御
座
楽
に
お
け
る
中
国
伝
統
音
楽
の
受
容
の
過
程
中
、
次
の
面
に
そ
の
ま
ま
の
様
子
を
保
存
さ
せ
努
め
て
い
る
。

二
）
歌
詞

、
原
存
受
容

２ 
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（
二
）
旋
律

琉
球
御
座
楽
は
一
八
七
九
年
以
来
、
琉
球
王
朝
の
消
滅
と
と
も
に
伝
承
が
途
絶
え
て
以
来
、
現
在
は
一
部
の
歌
詞
だ

け
が
残
り
、
旋
律
は
残
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
復
元
研
究
の
過
程
で
、
一
部
の
曲
に
つ
い
て
は
原
形
に
遡
る
こ
と
が

で
き
た
。
例
え
ば
、
《
四
大
景
》
、
三
年
縫
過
》
、
《
紗
窓
外
》
、
《
闇
元
宵
》
、
《
｜
更
里
》
、
《
相
思
病
》
な
ど
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
関
係
す
る
旋
律
に
御
座
楽
の
歌
詞
を
当
て
は
め
て
歌
っ
て
み
る
と
、
か
な
り
適
切
で
流
暢
に
歌
う
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
、
御
座
楽
が
成
立
し
た
当
初
は
、
中
国
の
旋
律
を
原
形
の
ま
ま
に
吸
収
し
た
歌

を
歌
っ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

筆
者
が
日
本
本
土
と
沖
縄
県
で
考
察
し
た
所
見
で
は
、
琉
球
御
座
楽
で
使
用
さ
れ
た
楽
器
は
、
中
国
の
関
係
楽
器
と

ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。

一
九
八
七
年
四
月
十
四
、
二
十
一
日
、
筆
者
は
高
良
倉
吉
先
生
、
松
本
隆
一
先
生
と
共
に
沖
縄
県
立
博
物
館
で
島
根

県
津
和
野
旧
藩
家
所
蔵
琉
球
王
朝
時
代
の
楽
器
を
観
察
調
査
し
た
。
こ
こ
に
は
、
横
笛
一
、
拍
板
一
、
喧
哨
一
、
七
弦

琴
一
、
月
琴
五
、
揚
琴
一
一
、
八
角
琴
一
、
琵
琶
一
、
京
胡
一
一
、
売
子
弦
一
、
二
弦
一
、
琉
球
三
線
一
の
全
部
で
十
二
種

十
八
点
が
あ
っ
た
。
筆
者
が
比
較
対
照
し
た
結
果
、
琉
球
三
線
以
外
の
楽
器
は
全
て
中
国
の
楽
器
と
ま
っ
た
く
同
じ
で

あ
っ
た
。

一
九
九
四
年
九
月
二
十
日
、
筆
者
は
御
座
楽
復
元
研
究
会
の
比
嘉
悦
子
先
生
な
ど
と
共
に
、
水
戸
市
徳
川
博
物
館
で

（
三
）
楽
器
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平
成
六
年
秋
季
特
別
展
『
琉
球
王
朝
の
神
秘
』
を
見
学
し
た
。
そ
の
中
の
楽
器
は
月
琴
、
琵
琶
、
四
線
、
三
弦
、
一
一
弦
、

胡
琴
、
小
銅
鍵
、
鼓
、
銅
鑪
、
洋
琴
、
提
箏
、
鍵
子
、
韻
鍵
、
挿
板
、
檀
板
、
欽
子
、
唄
岫
、
笛
、
洞
篇
、
十
二
律
な

ど
で
あ
る
。
筆
者
が
比
較
対
照
し
た
結
果
、
そ
れ
ら
の
楽
器
の
中
で
は
琵
琶
が
福
建
南
音
の
琵
琶
と
近
い
。
三
弦
は
、

一
つ
は
中
国
の
小
三
弦
で
あ
り
、
一
一
つ
は
琉
球
三
線
で
あ
る
。
月
琴
は
中
国
の
尻
と
近
い
。
四
線
は
中
国
の
清
朝
の
宮

廷
楽
器
で
あ
る
月
琴
と
、
二
弦
は
福
建
南
音
の
二
弦
と
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
で
あ
る
。
胡
琴
は
中
国
の
胡
琴
で
、
洋
琴
は
中

国
の
揚
琴
で
あ
る
。
提
箏
は
福
建
省
甫
田
市
の
枕
頭
琴
、
宋
代
の
陳
暘
の
「
楽
書
』
に
あ
る
軋
箏
と
同
じ
で
あ
る
。

十
二
律
は
清
代
の
「
律
呂
正
義
後
編
』
に
あ
る
排
講
と
近
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
み
る
と
、
御
座
楽
の
形
成
の
過
程
で
、
中
国
か
ら
琉
球
に
伝
わ
り
、
そ
し
て
琉
球
か
ら
日
本
本
土

に
伝
わ
っ
た
中
国
の
楽
器
は
、
全
て
原
形
の
ま
ま
に
保
存
さ
れ
、
変
化
し
て
い
な
か
っ
た
。

（
四
）
楽
器
編
成

琉
球
御
座
楽
の
楽
器
編
成
は
お
お
よ
そ
二
つ
に
類
別
で
き
る
。
即
ち
、
「
楽
」
（
器
楽
演
奏
だ
け
）
の
編
成
と
「
唱
曲
」

（
声
楽
の
歌
唱
）
伴
奏
の
編
成
で
あ
る
。

琉
球
御
座
楽
の
「
楽
」
の
楽
器
編
成
は
時
期
に
よ
っ
て
四
人
、
五
人
あ
る
い
は
七
人
の
編
成
が
あ
る
が
、
唄
哨
、
横

笛
、
箪
葉
を
主
奏
楽
器
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
全
て
中
国
の
鼓
吹
楽
、
吹
打
楽
の
楽
器
編
成
と
同
じ
で
あ
る
。

御
座
楽
の
「
唱
曲
」
の
楽
器
編
成
は
二
人
編
成
と
四
人
編
成
の
二
種
類
が
あ
る
。
四
人
編
成
は
次
の
よ
う
な
七
種
の

御
座
楽
の

形
式
で
あ
る
。

４ 
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長
線
、
琵
琶
、
三
金
、
一
一
一
板
（
一
七
四
八
）

洞
篇
、
三
弦
、
琵
琶
、
洋
琴
（
一
七
四
八
、
一
七
九
○
）

洞
篇
、
一
一
線
、
一
一
一
線
、
四
線
（
一
七
六
四
、
一
七
九
○
、
一
七
九
六
、
一
八
三
一
一
）

洋
琴
、
三
弦
、
琵
琶
、
胡
琴
（
一
七
六
四
、
一
七
九
六
、
一
八
一
一
一
一
一
）

提
箏
、
一
一
一
弦
、
月
琴
、
胡
琴
（
一
七
六
四
、
一
七
九
○
、
一
七
九
六
、
’
八
○
六
、
一
八
一
一
三
）

型
洋
琴
、
一
二
弦
、
琵
琶
、
一
一
弦
（
一
八
○
六
）

類の

胡
琴
、
一
二
弦
、
四
弦
、
洞
篇
（
一
八
○
六
）

つ一一｜

こ
れ
ら
の
楽
器
編
成
の
源
流
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
系
統
に
分
け
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
－
つ
は
、
福
馴受

建
南
立
曰
の
「
上
四
管
」
の
楽
器
編
成
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
編
成
の
②
、
③
、
⑥
を
見
る
と
、
い
ず
れ
も
四
種
談

の
楽
器
の
う
ち
、
一
一
一
種
ま
で
が
福
建
南
音
の
「
上
四
管
」
に
使
用
さ
れ
て
い
る
楽
器
と
同
じ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
洞
蹄国

篇
。
一
一
一
弦
・
琵
琶
」
や
「
洞
篇
・
二
弦
・
一
一
一
弦
」
、
あ
る
い
は
「
一
一
一
弦
・
琵
琶
。
一
一
弦
」
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
中る

も
う
一
つ
は
、
福
建
青
田
、
仙
漉
一
帯
の
地
方
に
伝
わ
っ
て
い
る
十
音
、
文
十
二
曰
に
近
い
編
成
で
あ
る
。
前
述
の
四
鮒
に

人
編
成
の
④
、
⑤
で
は
、
④
に
は
蕾
仙
十
二
口
の
四
胡
に
似
た
胡
琴
が
あ
り
、
⑤
に
は
甫
田
文
十
立
曰
の
枕
頭
琴
と
同
じ
楽
談

器
で
あ
る
提
箏
が
入
っ
て
い
る
。
ま
た
、
⑦
に
は
四
胡
に
加
え
て
青
田
、
仙
勝
地
方
に
伝
わ
る
八
角
琴
に
似
た
四
弦
硫

（
四
線
）
が
あ
り
、
さ
ら
に
福
建
南
音
の
洞
篇
に
似
た
洞
請
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
は
混
合
編
成
と
い
う
べ
き
で
あ
る
・
鯛

５ 
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御
座
楽
の
「
唱
曲
」
歌
詞
の
中
に
は
、
常
に
次
の
よ
う
な
変
化
が
あ
る
。
同
じ
旋
律
に
異
な
る
歌
詞
を
あ
て
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
歌
詞
、
さ
ま
ざ
ま
な
曲
名
が
生
じ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
歌
詞
の
句
式
構
造
も
少
し
変
化
し
て

し
ま
う
。
例
え
ば
、
《
福
寿
歌
》
と
い
う
曲
の
旋
律
は
、
異
な
る
歌
詞
を
あ
て
て
歌
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
《
福
寿

頌
》
、
《
明
良
時
》
、
《
煕
朝
治
》
、
《
聖
寿
頌
》
、
《
頌
聖
寿
》
な
ど
と
い
う
別
の
曲
名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
見
ら

れ
る
。
そ
し
て
、
歌
詞
の
句
式
構
造
の
面
で
も
変
化
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
歌
詞
の
句
式
構
造
は
次
の
よ
う
に
な
っ

し
か
し
、
琉

変
化
さ
せ
、
改

二
）
歌
詞

て
い
る
。

福
寿
歌

福
寿
頌

明
良
時

煕
朝
治

聖
寿
頌

頌
聖
寿

琉
球
の
人
々
は
中
国
音
楽
を
吸
収
す
る
と
同
時
に
、

改
造
し
て
い
る
。

十十十十十十
/￣､〆■、／=、／■､／￣、／■、

￣－－￣￣一

四四四四四四
、=ノ里-〆里.／、‐ノ皇一ノ、‐／

、、、、、、

十
（
一
一
一
三
四
）
、
五
、
五
、

十
（
一
一
一
三
四
）
、
五
、
四
、

十
（
三
一
一
一
四
）
、
五
、
四
、

十
一
（
七
四
）
、
七
、
七
、

十
（
三
一
一
一
四
）
、
五
、
四
、

十
（
三
一
一
一
四
）
、
七
、
七
、

六七六六七五
、、、、、、

二二二四二三
一

、、、、、、

自
覚
す
る
、
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
音
楽
を
６

六六六七七七
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御
座
楽
は
、
一
八
七
九
年
の
廃
藩
置
県
に
よ
る
琉
球
王
朝
の
消
滅
と
と
も
に
伝
承
す
る
機
会
が
失
わ
れ
た
か
ら
、
中

国
音
楽
の
旋
律
が
琉
球
に
伝
わ
っ
て
か
ら
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
き
た
か
、
具
体
的
な
状
況
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
一
部
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
「
打
花
鼓
の
歌
」
を
見
た
と
こ
ろ
、
現
在
は
ま
っ
た
く
琉
球
様
式
、
琉

球
音
階
の
旋
律
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
旋
律
に
用
い
ら
れ
る
調
弦
法
、
す
な
わ
ち
琉
球
の
一
場
調
子
シ
、
ド
、

ソ
を
、
中
国
三
弦
の
正
調
調
絃
法
で
あ
る
ソ
、
ラ
、
ミ
に
変
え
た
う
え
で
、
同
じ
運
指
法
で
演
奏
す
る
と
、
中
国
伝
統

様
式
で
あ
る
徴
調
式
音
階
の
旋
律
に
変
わ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
変
化
し
た
旋
律
を
中
国
民
歌
で
あ
る
《
茉
莉
花
》
と
対

照
す
る
と
、
核
心
と
な
る
音
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
た
だ
し
《
打
花
鼓
の
歌
》
の
旋
律
は
《
茉
莉
花
》
よ
り
細
か
い
節
回

し
が
少
な
く
、
簡
素
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
次
の
よ
う
に
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
琉
球
の
《
打
花
鼓
の
歌
》
の

旋
律
は
、
《
茉
莉
花
》
の
華
や
か
で
美
し
い
、
椀
曲
な
原
形
か
ら
、
簡
素
で
質
朴
な
変
体
へ
、
さ
ら
に
、
ま
っ
た
く
琉

球
様
式
の
琉
球
音
階
で
組
み
立
て
ら
れ
た
《
打
花
鼓
の
歌
》
へ
と
変
化
し
て
き
た
。
琉
球
御
座
楽
に
お
け
る
中
国
の
旋

律
か
ら
の
受
容
は
、
完
全
な
琉
球
化
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
と
言
え
る
が
、
少
な
く
と
も
複
雑
な
も
の
か
ら
簡
素
に
な

り
、
だ
ん
だ
ん
装
飾
音
が
減
少
し
て
い
ろ
と
思
わ
れ
る
。

（
三
）
楽
器
編
成

前
述
の
よ
う
に
、
御
座
楽
の
編
成
で
は
、
「
楽
」
の
楽
器
編
成
が
中
国
の
鼓
吹
楽
、
吹
打
楽
に
近
く
、
「
唱
曲
」
の
楽

器
編
成
は
福
建
南
音
、
蕾
仙
十
音
と
密
接
な
関
係
の
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
ま
っ
た
く
同
じ
も
の
で
は
な
い
。
福
建

（
二
）
旋
律

７琉球伝統音楽における中国伝統音楽受容の三つの類型
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南
音
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
②
③
⑥
の
楽
器
編
成
に
も
、
少
な
く
と
も
一
つ
の
楽
器
は
異
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

福
建
南
音
琵
琶
三
弦
一
一
弦
洞
篇

②
 

琵
琶
三
弦
洋
琴
洞
篇

③
 

四
線
一
一
一
弦
二
弦
洞
篇

⑥
 

琵
琶
三
弦
一
一
弦
洋
琴

（
四
）
演
奏
姿
勢
と
服
装

琉
球
御
座
楽
の
演
奏
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
立
博
物
館
所
蔵
『
琉
球
人
座
楽
並
躍
の
図
』
が
貴
重
な
資
料
で
あ

る
。
そ
の
絵
巻
は
一
八
三
一
一
年
尚
育
王
謝
恩
使
一
行
が
芝
白
金
の
島
津
藩
邸
で
音
楽
舞
踊
を
演
奏
し
た
場
面
を
描
い
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
絵
巻
を
見
る
と
、
使
用
さ
れ
た
楽
器
の
形
は
中
国
の
楽
器
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
が
、
演
奏
姿

勢
で
は
、
注
目
に
値
す
る
二
つ
の
違
い
が
あ
る
。

第
一
に
は
、
い
ず
れ
の
演
奏
者
も
日
本
式
の
正
座
の
姿
勢
で
、
畳
の
上
に
座
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
正
座
の

姿
勢
は
、
中
国
式
の
椅
子
に
腰
掛
け
る
姿
勢
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

第
二
に
は
、
服
装
は
中
国
式
服
装
を
模
倣
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
よ
う
だ
が
、
実
際
は
当
時
の
清
代
の
服
装
で
は
な

い
。
長
い
弁
髪
が
な
く
、
馬
蹄
袖
（
清
代
の
礼
服
の
袖
の
別
名
。
ゆ
っ
た
り
と
長
く
作
っ
た
袖
で
、
少
し
折
り
返
し
て

着
る
。
形
が
馬
蹄
形
）
も
な
い
。
む
し
ろ
、
当
時
の
琉
球
人
の
美
意
識
と
物
質
的
条
件
と
に
よ
っ
て
作
り
変
え
ら
れ
、

「
琉
球
風
に
な
っ
た
明
代
の
服
装
の
変
体
」
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

８ 
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譜例１『安波節』(2)

参星奎==一二三=一三三二
力､りゆしぬあすイ

對奎ＦＥ三妻ﾖ垂E圭三弓二軍

譜例２『長工歌』(3)

善睾垂E＝三二二二庭=室奎＝＝ボー寵三澤匿圭三二房＝摩二F窪;=
正月襲来人迎厄日、家叫我来倣

き＝こま=E￣＝二三三三三三垂＝
工因我無円像私室．即肴共人倣腫’二。

そ
の
外
、
な
お
、
（
ご
旋
律
あ
る
い
は
旋
律
様
式
が
中
国
の
旋

律
と
そ
の
ス
タ
イ
ル
と
に
直
接
、
ま
た
は
間
接
的
な
関
係
が
あ
る
も

の
。
た
と
え
ば
、
『
安
波
節
』
『
松
本
節
』
、
御
座
楽
の
「
楽
」
の

「
操
声
」
『
ナ
ネ
ー
ロ
ー
』
な
ど
で
あ
る
。

『
安
波
節
』
は
、
沖
縄
三
線
音
楽
の
古
典
曲
の
一
つ
で
あ
る
。
そ

の
音
階
、
旋
律
は
、
福
建
泉
州
の
民
歌
『
長
工
歌
」
と
似
て
い
る
。

音
階
は
徴
調
式
の
音
階
「
ソ
ラ
ド
レ
ミ
ソ
」
で
、
長
２
度
と
短
３
度

と
が
連
な
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
旋
律
面
で
は
中
心
音
と

旋
律
進
行
の
方
向
が
お
お
む
ね
一
致
す
る
。
『
安
波
節
』
が
Ａ
・
Ｂ
、

二
つ
の
フ
レ
ー
ズ
か
ら
成
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
『
長
工
歌
』
の
方

は
、
ａ
ａ
・
ｂ
ｂ
と
、
各
フ
レ
ー
ズ
が
反
復
さ
れ
て
い
る
点
だ
け
が

異
な
る
。

上
の
譜
例
は
『
安
波
節
』
（
譜
例
１
）
と
『
長
工
歌
』
（
譜
例
２
）

の
旋
律
比
較
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
中
心
音
と
旋
律
の
方
向
を
比
較

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

『
松
本
節
」
（
譜
例
３
）
も
、
琉
球
三
線
の
古
典
曲
の
ひ
と
つ
で

琉球伝統音楽における中国伝統音楽受容の三つの類型９ 
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譜例３『松本節』(5)

Ｊ=約''２

ボー=扉邑蔀ピヱ蓮三垂一三藍E藍

驚頭至逹産犀=冒圭圧淨圭巨ヨーー妻

爵迂醸一Eﾖﾆﾖ弱＝崖串乖ヨーーー

ボー主奇霊ニーーー勇二=幸E＝
ﾂネわんやヨゥ とう し

：髻葭幸一菫辱一躯二＝=巨壹
つィりてイヨ,ラウネケ１，あ‐ｹｲぶヨウ

：隼薙孟巨晤覇蔀函＝…富
りびアミシュラシスヨゥ７ 

あ
る
。
獅
子
舞
の
伴
奏
に
は
、
つ
ね
に
こ
の
曲
を
用
い
る
。

そ
の
獅
子
舞
は
中
国
の
あ
る
地
方
の
獅
子
舞
と
同
じ
で
、

前
肢
と
後
肢
の
二
人
が
息
を
合
わ
せ
て
舞
う
。
前
の
一
人

は
立
ち
、
後
の
一
人
は
腰
を
か
が
め
て
お
り
、
二
人
の
四

つ
の
足
が
獅
子
の
四
つ
の
足
に
な
る
。
前
の
一
人
が
両
手

で
獅
子
の
口
の
開
閉
を
操
作
し
、
後
の
一
人
は
左
手
で
前

の
一
人
の
腰
帯
を
つ
か
み
、
右
手
で
獅
子
の
し
っ
ぽ
を
揺

獅
子
舞
の
最
初
に
、
若
者
が
「
松
本
節
』
の
曲
に
合
わ

せ
て
、
玉
で
獅
子
を
あ
や
つ
り
な
が
ら
、
誘
導
し
て
舞
台

（
４
）
 

中
央
に
登
場
す
る
。
こ
の
「
松
本
節
」
が
由
来
す
る
中
国

の
旋
律
の
原
形
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
は
不
明
だ
が
、
音

階
・
旋
法
お
よ
び
リ
ズ
ム
い
ず
れ
も
、
中
国
旋
律
と
密
接

な
関
連
が
あ
る
。
『
松
本
節
」
の
音
階
は
、
中
国
の
五
声

徴
調
式
の
音
階
に
近
い
。
旋
法
は
、
中
国
式
の
長
２
度
・

短
３
度
が
連
続
す
る
五
音
性
の
旋
法
で
あ
る
。
リ
ズ
ム
の

り
動
か
す
操
作
を
す
る
。

1０ 
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譜例４『ナネーロー』

掌垂曄=華E壹議垂理E=F垂聿ﾖ壁圭雷

譜例５『サウシン』

睾室÷===詞三三垂菫室酋羊ニニーーーヨニ=＝
譜例６篦曲伝統曲『三槍』(7)

■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■ﾛ 

■■■ヨーーー■￣－■■■■■■￣-■■■■■■■■■U■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ﾛ
■■■－－■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■￣■■■■￣￣￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロ

型
も
、
中
国
民
歌
の
リ
ズ
ム
の
型
と
き
わ
め
て
よ
く
似
て
い
る
。

山
内
盛
彬
氏
が
大
正
元
年
（
一
九
一
二
年
）
八
月
に
採
譜
し
た
御
座
楽
の

「
楽
」
ナ
ネ
ー
ロ
ー
（
難
来
郎
、
譜
例
４
）
と
サ
ウ
シ
ン
（
操
声
、
譜
例
５
）

の
二
曲
は
、
す
べ
て
、
中
国
式
の
五
音
性
旋
法
で
、
長
２
度
・
短
３
度
の
連
続

（
６
）
 

だ
け
で
あ
り
、
短
２
度
（
半
幸
臼
）
が
な
い
。

サ
ウ
シ
ン
（
操
声
）
の
初
め
４
小
節
は
、
旋
律
の
面
で
、
中
国
の
伝
統
音
楽
綱
の

で
あ
る
嶌
曲
の
曲
目
『
一
二
槍
』
（
譜
例
６
）
に
似
た
と
こ
ろ
が
多
い
。

つ一一一

（
二
）
、
明
ら
か
に
中
国
の
二
種
類
の
曲
目
か
ら
影
響
を
受
け
た
旋
律
で
あ
駒受

る
。

楽二口

た
と
え
ば
、
山
内
盛
彬
氏
の
「
琉
球
王
朝
古
一
謡
秘
曲
の
研
究
』
に
収
録
さ
れ
剛国

た
『
太
平
歌
』
は
、
こ
の
種
類
に
属
す
る
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
『
太
平
歌
』
は
中
る

俗
に
『
打
花
鼓
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
く
、
久
米
の
一
二
六
九
鮒

（
８
）
 

に

（
学
芸
会
）
で
歌
わ
れ
た
中
国
（
明
清
）
皇
帝
へ
の
讃
歌
で
あ
る
。
謎
媚
例
７
に
楽土
曰

掲
げ
る
の
は
そ
の
曲
で
あ
る
。

統伝

旋
律
か
ら
見
る
と
、
『
太
平
歌
』
の
旋
律
は
、
福
州
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
閏
綱

劇
の
曲
目
「
清
言
詞
」
（
ま
た
は
「
七
一
一
一
一
口
詞
」
と
い
う
）
や
中
国
の
江
南
の
民
、
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国場公憲唱／山内盛彬記（1913年）譜例７『太平歌』(9)

二三廷二三壺邑垂三三三軍爵埜三塵壺=垂＝三二ﾖｰﾆ垂
噂'1，ｊｑ笏砥

爵圭E＝ｮ覇一ﾖｰｰｮｰﾆｰ＝=踵這珪==＝

毫蛙三三三雪三二一塞垂聾莚三三三壷垂=＝￣=＝
豊萬戟歸束了唱萬 炭

菫三三匡三E唾二王＝=＝＝三E===三三

譜例８『太平歌』と『清言詞』『茉莉花』との比較

￣■■■■■■■■■￣~画

立。￣■－－Ｉ■■■■■■■■＝■■■ﾛ■■ロー＝■戸。■二一■－－豆一■■■■■毎■■■■■￣￣■
■■ロェーーニ￣|■■＝ロー|■■￣び■■￣－画」■一口■■■■Ⅱ■■■■弓■■＝■■宜一■■■■■■ロＵ
二起り■■■■■￣￣￣■U■－－－■ｒ■竜一■■■■■■■■■■■■■■■■■￣

《太平歌

上翻

睾蘂三室三蕊菫i華彗三二三喜鐘i雲三三三《･と灘騨
上旬

:iiiiif薫二1薫二：
【太平歌》

下句

《蒙鞠花

鋒蕊句
》

三
段
の
上
旬
は
闘
劇
で
歌
わ

れ
た
曲
牌
（
曲
目
）
「
清
言

詞
」
の
上
句
と
あ
る
程
度
の

関
連
が
あ
る
。
音
の
長
さ
が

延
び
、
自
由
な
歌
い
方
に
か

わ
っ
て
は
い
る
が
、
旋
律
の

中
心
音
は
よ
く
似
て
い
る
。

結
句
に
類
似
す
る
。
第

段
落
の
下
句
の
終
止
形
は
い

ず
れ
も
、
『
茉
莉
花
』
の
終

謡
「
茉
莉
花
」
（
福
建
に
も

伝
え
ら
れ
て
い
る
）
と
も
密

接
な
関
係
が
あ
る
（
譜
例
８
）
。

『
太
平
歌
」
を
三
つ
の
段

落
に
分
け
る
と
す
れ
ば
、
各

● 

1２ 

Ｐ￣、Ⅱ －￣ Ⅵ、 -－－－－▲￣－－二 Ⅲ 

▽五Ａ ￣、 ＢＢロ、 Ｉ 一一 －－戸万一丁
－－－－－－－－■‐‐ 

--■ ■曰■-m ＝工Ⅲ■---------ユー‐■--■

■￣－－ ￣￣￣ ̄＝ ̄  ̄一旬一■－－勺ヨ￣ ̄ ̄弓￣ ̄ －勺可－－－－－￣ 
込曰の

己で5 ￣ 
￣｜■■■ 【■ロ二 ■ ● ■ ￣▲ ＨＨｊＵ３ ￣■ゼロ ￣~■ ■ Ｚ、ロ=

■－－」Ｐ－Ｂ、 IＦ 」。■－、5■且.丑．E3。‐ Ｉ■ＢＢ－－ 

￣己｡Ⅲ_に －戸一Ｆ－■＝乙

－卜q＃
'一七￣ＺＢ■且巳丘

￣、孤三＝ 馬十一二十 にひ Ｆ－－￣￣ゴー汀一一ヨ ■■。－￣Ⅱ ﾀﾍｰ 

『季需i三=雷=需薑j壽１
'零1菫牢圭雪j:Ｉ ■臼一一ｾﾞﾝｰ．
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変
体
受
容
と
は
、
琉
球
の
人
々
が
中
国
伝
統
音
楽
の
影
響
を
受
け
る
と
同
時
に
、
自
分
の
美
意
識
に
よ
っ
て
、
習
慣

と
し
て
き
た
音
楽
表
現
法
を
用
っ
て
変
化
し
改
造
さ
れ
、
「
琉
球
化
」
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
中
城
村
伊
集
部
落
の

「
打
花
鼓
」
は
そ
の
様
式
に
属
す
る
。

歴
史
上
、
中
国
か
ら
琉
球
に
伝
わ
れ
た
『
打
花
鼓
』
は
お
お
よ
そ
二
つ
種
類
が
あ
る
。
即
ち
、
一
は
、
「
正
体
打
花

鼓
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
国
戯
曲
の
中
の
『
打
花
鼓
』
と
登
場
人
物
、
あ
ら
す
じ
、
音
楽
な
ど
面
に
は
ほ
ぼ
完
全
一
致

し
て
い
る
。
二
は
、
「
変
体
打
花
鼓
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
、
沖
縄
県
中
城
村
伊
集
部
落
に
存
在
し
て
い
る
『
打
花
鼓
」

中
国
の
『
打
花
鼓
』
の
人
物
は
、
侍
女
、
相
公
、
花
鼓
公
、
花
鼓
婆
な
ど
で
あ
る
。

『
伊
集
打
花
鼓
』
の
人
物
は
、
筑
佐
事
二
人
（
警
手
）
、
唐
の
按
司
一
人
、
フ
ー
ジ
ョ
ー
持
ち
一
人
（
童
子
）
、
御
涼

傘
持
ち
一
人
、
ガ
ク
ニ
人
、
ワ
ン
シ
ー
鐘
打
ち
一
人
、
ハ
ン
チ
ン
鐘
打
ち
一
人
、
ブ
イ
打
ち
一
人
、
太
鼓
打
ち
一
人
、

沖
縄
県
中
城
村
伊
集
部
落
に
現
存
し
て
い
る
『
打
花
鼓
』
は
、
中
国
「
打
花
鼓
』
と
比
較
す
る
と
、
あ
る
部
分
は
関

連
が
あ
り
、
あ
る
部
分
は
変
化
し
て
い
る
。

伊
集
『
打
花
鼓
』
は
、
中
国
「
打
花
鼓
』
に
対
し
て
、
次
の
面
で
変
化
が
み
ら
れ
る
。

で
あ
る
。

１
、
人
物

中
国
の
「

二
、
変
体
受
容

1３琉球伝統音楽における中国伝統音楽受容の三つの類型
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中
国
『
打
花
鼓
』
で
は
、
は
じ
め
に
旦
（
侍
女
）
が
小
姐
の
命
令
に
よ
り
花
園
へ
行
き
鳳
仙
花
を
摘
み
と
る
。
且
が

下
が
る
。
付
（
相
公
）
が
登
場
し
、
憂
鯵
・
色
情
の
気
持
ち
を
述
べ
る
。
且
（
侍
女
）
が
登
場
し
、
付
（
相
公
）
と
会

話
し
た
り
、
相
公
が
侍
女
に
戯
れ
た
り
す
る
。
旦
、
下
が
る
。
付
が
鍵
鼓
の
音
を
聞
く
。
浄
（
花
鼓
公
）
、
貼
（
花
鼓

婆
）
は
「
鮮
花
調
」
と
い
う
歌
を
歌
い
つ
つ
、
太
鼓
・
銅
鍛
を
た
た
き
な
が
ら
登
場
す
る
。
付
が
家
の
前
で
演
芸
を
さ

せ
る
た
め
浄
・
貼
を
招
く
。
浄
・
貼
が
「
鳳
陽
歌
』
「
花
鼓
調
」
を
歌
う
。
そ
の
中
の
『
花
鼓
調
』
は
十
一
番
の
歌
詞

が
あ
り
、
四
季
の
景
色
と
恋
愛
の
物
語
を
歌
い
、
男
女
の
交
情
の
気
持
ち
を
さ
し
は
さ
む
。
続
い
て
、
貼
が
付
を
伴
っ

て
部
屋
へ
入
っ
て
来
て
、
銭
を
取
る
。
付
が
貼
と
戯
れ
る
。
浄
が
貼
を
叱
る
。
貼
と
浄
は
言
い
争
う
。
そ
の
後
、
二
人

は
仲
直
り
し
、
歌
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
し
て
、
芸
を
売
り
な
が
ら
流
浪
の
旅
を
続
け
る
。

伊
集
「
打
花
鼓
』
の
場
合
は
、
中
国
の
も
の
の
よ
う
に
完
全
な
物
語
の
表
現
は
な
い
が
、
主
に
隊
形
と
振
り
つ
け
に

変
化
が
み
ら
れ
る
。
始
め
に
、
一
番
目
の
歌
詞
を
歌
う
時
に
、
全
員
が
行
列
し
て
太
鼓
・
銅
鍵
を
た
た
き
、
踊
り
な
が

ら
登
場
す
る
。
二
番
目
と
一
一
一
番
目
の
歌
詞
を
歌
う
時
に
、
ハ
ン
チ
ン
鐘
打
ち
、
ブ
イ
打
ち
、
太
鼓
打
ち
の
三
人
は
、
い

ろ
い
ろ
な
動
作
を
演
じ
、
隊
形
も
い
ろ
い
ろ
変
形
す
る
。
そ
の
他
の
人
物
は
、
奥
側
で
音
楽
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
廻
っ

て
い
る
。
按
司
な
ど
が
舞
台
か
ら
立
ち
去
る
。
ブ
イ
打
ち
も
舞
台
か
ら
立
ち
去
る
。
最
後
に
、
太
鼓
打
ち
と
ハ
ン
チ
ン

鐘
打
ち
は
再
び
舞
台
の
中
央
で
い
ろ
い
ろ
な
振
り
で
演
じ
る
。
リ
ズ
ム
が
段
々
と
速
く
な
る
。
踊
り
も
一
段
と
激
し
く

な
ど
で
あ
る
。

２
、
す
じ
が
き

1４ 
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も
あ
る
。

伊
集
『
打
花
鼓
』
は
、
中
国
の
『
打
花
鼓
』
が
次
第
に
舞
台
で
演
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
た
の
に
比
べ
て
、

よ
り
一
層
、
戸
外
で
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ね
り
歩
く
行
列
と
戸
外
で
の
実
演
の
情
景
に
、
ふ
さ

わ
し
い
も
の
に
す
る
た
め
、
振
り
と
隊
形
の
変
化
の
幅
も
、
よ
り
大
き
く
な
り
、
よ
り
高
ぶ
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

伊
集
『
打
花
鼓
』
の
実
演
に
は
、
中
国
の
福
建
省
南
部
（
閏
南
）
地
区
の
祭
日
（
特
に
正
月
十
五
日
の
元
宵
節
）
に
、

よ
く
演
じ
ら
れ
る
『
跳
鼓
』
『
大
車
鼓
』
「
大
鼓
涼
傘
」
な
ど
の
歌
舞
実
演
と
、
同
じ
よ
う
に
抱
く
情
緒
の
高
ぶ
り
を
想

起
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
実
演
の
振
り
の
面
で
は
、
太
鼓
の
振
り
を
重
視
し
、
よ
り
舞
踊
化
し
て
い
る
。

４
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
音
階

伊
集
『
打
花
鼓
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
音
階
は
、
す
で
に
独
特
の
琉
球
音
階
に
変
化
し
て
い
る
。
そ
の
基
本
音
は
、

「
ド
・
ミ
・
フ
ァ
・
ソ
。
シ
・
ド
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
中
国
「
打
花
鼓
』
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
音
楽
の
性
質
と
は
、
異
な
っ

な
り
、
感
情
も
さ
ら
に
高
ぶ
っ
て
い
く
。

３
、
実
演
の
振
り

中
国
『
打
花
鼓
』
は
民
間
小
戯
に
属
し
、
時
々
、
戸
外
で
実
演
さ
れ
る
が
、
し
か
し
、
多
く
は
次
第
に
舞
台
で
演
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
振
り
に
は
、
一
定
の
規
則
も
あ
る
が
、
よ
り
優
雅
な
も
の
、
よ
り
奥
深
い
も
の
な
ど
の
変
化

た
趣
が
あ
る
。

伊
集
『
打
花
鼓
』
の
実
演
の
中
に
は
、
な
お
中
国
風
の
も
の
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
の
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
原
因
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は
、
次
の
よ
う
な
、
い
く
つ
か
の
点
に
答
え
が
あ
り
そ
う
だ
。

①
人
物
の
面
で
は
、
伊
集
『
打
花
鼓
』
と
中
国
『
打
花
鼓
』
に
相
違
が
あ
る
が
、
し
か
し
、
伊
集
『
打
花
鼓
』
に
出

て
く
る
人
物
の
基
本
構
成
は
、
中
国
の
昔
の
人
物
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
高
官
貴
人
と
そ
の
お
供
で
あ
る
。
『
唐
按
司
』

を
中
心
に
し
て
、
涼
傘
持
ち
、
フ
ー
ジ
ョ
ー
持
ち
、
筑
佐
事
（
警
手
）
も
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
物
は
直
接
、
高
官
貴
人

の
た
め
に
仕
え
、
他
の
人
物
は
高
官
貴
人
の
遊
び
と
娯
楽
の
た
め
に
付
き
そ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

②
す
じ
が
き
の
面
で
は
、
変
化
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
中
に
高
官
貴
人
が
郊
外
で
遊
ぶ
情
景
が
含
ま
れ
て
い

る
の
は
、
な
お
中
国
的
な
性
格
を
有
し
て
い
る
。

③
扮
装
の
面
で
は
、
全
く
中
国
の
様
式
に
似
て
い
る
。
す
べ
て
の
登
場
人
物
が
下
げ
髪
（
弁
髪
）
に
し
て
い
る
け
れ

ど
も
、
そ
れ
は
中
国
清
代
の
人
の
髪
型
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

④
小
道
具
の
面
で
は
、
涼
傘
、
フ
ー
ジ
ョ
ー
（
中
国
の
旱
煙
袋
Ⅱ
宮
口
囚
］
：
ｇ
】
）
、
ガ
ク
（
長
号
筒
Ⅱ
昌
目
囚
冨
○

三
・
口
、
）
、
ワ
ン
シ
鐘
（
銅
鍵
Ⅱ
三
・
口
、
百
・
）
、
ハ
ン
チ
ン
鐘
（
鋏
Ⅱ
ず
・
）
、
太
鼓
（
鼓
Ⅱ
囚
巨
・
花
鼓
Ⅱ
宮
口
空
・
腰

鼓
Ⅱ
冒
・
圏
）
な
ど
、
全
く
中
国
の
物
で
あ
る
。

⑤
振
り
の
面
に
つ
い
て
い
え
ば
、
前
述
の
よ
う
に
、
伊
集
『
打
花
鼓
』
の
中
に
は
、
中
国
『
打
花
鼓
」
『
打
腰
鼓
』

福
建
『
跳
鼓
』
『
大
車
鼓
』
『
太
鼓
涼
傘
』
な
ど
歌
舞
の
振
り
と
隊
形
の
変
化
の
形
が
総
合
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る
。

⑥
歌
詞
の
面
で
は
、
伊
集
『
打
花
鼓
」
の
中
に
、
中
国
『
打
花
鼓
』
の
三
段
目
の
歌
詞
が
残
さ
れ
て
い
る
。
伝
唱
の

過
程
中
に
、
読
音
の
転
説
も
あ
る
が
、
し
か
し
、
な
お
基
本
的
に
、
そ
の
意
味
は
、
ほ
ぼ
理
解
で
き
る
。
実
際
に
は
、

１６ 
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中
国
の
元
々
の
『
打
花
鼓
』
で
花
鼓
婆
が
歌
う
全
体
十
一
段
目
の
『
花
鼓
調
』
の
歌
詞
か
ら
抜
き
取
っ
て
い
る
。
伊
集

『
打
花
鼓
』
の
歌
詞
の
漢
文
の
意
味
に
つ
い
て
、
村
松
一
弥
氏
と
喜
名
盛
昭
氏
も
、
す
で
に
考
証
し
て
い
る
（
『
琉
球
王

朝
古
謡
秘
曲
の
研
究
』
第
三
一
九
ペ
ー
ジ
や
、
『
沖
縄
と
中
国
芸
能
』
一
四
五
～
一
四
七
ペ
ー
ジ
を
参
考
の
こ
と
）
。
こ

こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
研
究
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
若
干
の
変
化
を
加
え
、
日
本
語
の
意
味
を
つ
け
て
、
次
に
記
し
て
み
る
。

こ
で
は
、

（
１
）
 

／－， 

２花望
逼一〆

好
的
茶
一

好
的
茶
一

有
朝
的
一

就
摘
休
来

汗嘩嘩
升：剛劇
的ＭＩＩ卿
へ把把
、ｎ「］
￣汗汗
到
咬
来

チ
ャ
ン
タ
ー
チ
ュ
ー
ン
チ
ュ
ー
ン
ム

望
（
攻
）
望
茶
鮮
花

花
（
呪
）
花
－ へ鮮鮮

咬花花
、_ノ

日

あ
ざ
や
か
で
き
れ
い
な
お
茶
の
花

あ
ざ
や
か
で
き
れ
い
な
お
茶
の
花

あ
る
日
あ
な
た
（
花
）
を
摘
み
と
り
ま
す

（
意
義
不
明
）

あ
ざ
や
か
茶
の
花
を
見
た
り

は
な
－
は
な
－

「
フ
ァ
ー
ラ
ー
ラ
」
の
声
に
戸
を
あ
け
る

「
フ
ァ
ー
ラ
ー
ラ
」
の
声
に
一
戸
を
あ
け
る

戸
を
あ
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
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八
月
桂
花
香

八
月
に
は
香
の
よ
い
金
木
犀
の
花
が
咲
き
ま
す

九
月
菊
花
黄

九
月
に
は
黄
色
の
菊
が
咲
き
ま
す

満
（
唖
）
国
的
嘩
（
攻
）
汗
放

花
園
に
は
花
が
咲
き
み
だ
れ

ト
ウ
ス
ー
ホ
ー
チ
ー
ト
ウ
シ
ー
ン

（
意
義
不
明
）

力
情
人
（
攻
）

愛
し
い
人
と
あ
う
た
め
に

把
辻
河
来

川
を
渡
り
ま
す

（
咽
）
辻
河
来

伊
集
『
打
花
鼓
』
の
歌
詞
は
、
中
国
「
打
花
鼓
』
の
歌
詞
と
比
較
対
照
し
て
み
る
と
、
第
一
段
は
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ

る
。
伊
集
『
打
花
鼓
』
の
第
二
段
の
歌
詞
は
、
中
国
『
打
花
鼓
』
の
歌
詞
の
第
五
段
の
前
半
と
第
九
段
の
後
半
が
取
り

入
れ
ら
れ
、
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
伊
集
『
打
花
鼓
」
の
第
三
段
の
歌
詞
も
、
中
国
『
打
花
鼓
」
の
歌
詞
の
第
三
段

の
前
半
と
第
九
段
の
後
半
を
取
り
入
れ
、
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
い
る
。

（
３
）
 

ロ
ー
チ
ャ
イ
モ
ー
チ
ャ
イ

奴
今
旦
就
埜

到
（
咳
）
到
奴
就
（
咽
）

的
辻
河
来

（
意
義
不
明
）

私
は
き
ょ
う
の
夜

川
を
渡
る
夢
を
見
ま
し
た

私
は
川
を
渡
り
た
い

1８ 
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譜例９『打花鼓の歌』(１０）
－－へ

患三二国ﾆﾋﾞﾆ弔二ヨーヨー菫==二三室=E二二三
ハウティ丸シアァハーウテイ九シ汗

峯三E＝輻聖宅憩一琿二華錘匡＝
錘シクーユ九一イーティ孝エゾイーｸﾗﾐﾋﾞｲ フーｆ

準==霊宙望霊桀痒ニョ圭一＝垂室

⑦
旋
律
の
面
は
一
見
差
異
が
大
き
い
が
、
詳
細
に
分
析
し
対
照
し
た
結
果
、
密
接
な

ウ
関
連
が
あ
る
。

一
譜
例
９
は
、
現
在
、
沖
縄
県
中
城
村
伊
集
部
落
に
伝
わ
る
『
打
花
鼓
の
歌
』
の
曲
譜

一
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
代
表
的
な
琉
球
音
階
「
ｇ
ｏ
・
己
・
蕨
・
の
。
｝
・
巴
・
」
・
」
の
形
態

十
が
み
ら
れ
る
。
三
線
は
一
場
調
子
の
調
絃
法
を
使
っ
て
い
る
。

『
周
知
の
よ
う
に
、
琉
球
の
「
打
花
鼓
』
は
中
国
伝
来
の
民
俗
音
楽
で
あ
る
。
長
い
歴
綱
の

“
史
過
程
を
経
る
に
伴
な
い
、
物
壷
叩
は
大
き
く
変
化
し
た
が
、
し
か
し
、
人
物
と
服
装
と
一
二

一
器
振
り
付
け
な
ど
の
面
に
は
、
ま
だ
強
く
中
国
の
風
習
を
残
し
て
い
る
。
元
来
、
こ
の
和受

舂
『
花
打
鼓
の
歌
」
の
源
流
は
、
中
国
の
打
花
鼓
音
楽
で
よ
く
唱
わ
れ
る
『
茉
莉
花
』
に
課

し
遡
る
。
そ
の
歌
詞
の
意
義
は
ほ
と
ん
ど
『
茉
莉
花
』
と
同
じ
で
あ
る
。
「
好
一
朶
茉
莉
蹴
国

夘
花
、
好
一
朶
茉
莉
花
、
有
朝
一
日
摘
休
来
。
．
．
・
・
・
・
」
（
日
本
語
意
訳
》
あ
ざ
や
か
で
き
中
るナ

れ
い
な
お
茶
の
花
、
あ
ざ
や
か
で
き
れ
い
な
お
茶
の
花
、
あ
る
日
あ
な
た
を
摘
み
と
り
籾

ム
に

〃
ま
す
・
…
：
）
。
そ
の
旋
律
は
一
見
し
た
と
こ
ろ
中
国
の
旋
律
と
大
き
な
差
異
が
あ
る
。
楽立
曰

も

し
か
し
、
譜
例
９
の
「
打
花
鼓
の
歌
」
を
同
じ
運
指
法
で
中
国
の
二
一
絃
の
正
調
調
絃
法
悶

・
ン

球

轌
の
押
絃
位
置
を
通
し
て
演
奏
す
る
な
ら
、
誕
唄
例
、
の
よ
う
な
旋
律
に
な
る
。

琉

こ
の
旋
律
を
『
茉
莉
花
』
と
比
較
し
て
み
る
と
、
二
者
の
間
に
次
の
共
通
点
が
存
在
四
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譜例１０『打花鼓の歌』（擬構体）
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拳=＝二軍筆雪==屋Eﾖｰﾆｰｰ巨眉＝唇司＝

譜例１１『打花鼓の歌』と『茉莉花』の対照
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図１譜例１２

ｓｉｄｏｓｏｌｓｏｌｌａｍｉ 

拳=＝=＝
中園三絃
正調調弦法

挙手:=＝
琉球三鰯
一場調子do■卜ｓｏｌ

re＋１ａ 

す
る
。
（
譜
例
、
参
照
）

１
、
楽
句
、
楽
段
の
終
止
音
が
、
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。

２
、
音
階
構
造
が
同
じ
の
。
］
／
］
？
」
・
ソ
局
の
玖
巨
ノ
の
。
］
ｌ
で
あ
る
。

３
、
旋
律
形
態
の
方
向
性
も
だ
い
た
い
一
致
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
み
る
と
、
次
の
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
中
国
『
茉
莉
花
』
か
ら
、
伊

集
『
打
花
鼓
の
歌
」
に
な
る
ま
で
、
長
期
に
わ
た
る
変
化
の
過
程
が
あ
っ
た
。
そ

の
間
の
段
階
で
、
数
多
く
の
変
形
が
生
じ
、
そ
の
過
程
の
要
所
を
概
略
す
る
と
、

中
国
『
茉
莉
花
」
↓
伊
集
「
打
花
鼓
の
歌
』
（
擬
構
体
）
↓
伊
集
『
打
花
鼓
の
歌
』

と
い
う
過
程
に
な
ろ
う
。
そ
の
旋
法
の
変
化
は
琉
球
の
人
独
自
の
旋
法
感
覚
に
よ
っ

て
、
三
線
調
絃
法
の
音
の
高
さ
と
押
絃
位
と
各
音
の
音
程
関
係
な
ど
の
面
で
変
化

し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
規
則
性
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

１
、
開
放
絃
音

中
国
一
一
一
絃
正
調
調
絃
法
函
合
四
工
を
も
っ
て
の
。
］
“
旨
“
己
に
な
る
。

琉
球
一
一
一
線
一
場
調
子
血
合
四
工
を
も
っ
て
の
デ
ニ
・
ゴ
の
。
］
に
な
る
。
（
譜
例
、
参
照
）

２
、
押
絃
位

中
国
三
絃
の
正
調
調
絃
法
で
は
第
２
、
３
絃
の
人
差
指
の
押
絃
音
は
開
放
絃
音

2１琉球伝統音楽における中国伝統音楽受容の三つの類型
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譜例1３

譜例1４

■￣」■■■￣■■■■■l■■■
￣￣■■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■ 

口ゴー■■■■■■￣￣■■■■■■■■■■■■■■￣■
■Ⅲ■￣ 

譜例１５

中国茉莉花 ＝塞髻＝三三
一a￣

=9=#－出二二13＝］。
伊集打花鼓の歌

￣b－ 

註
／
の
。
｝
“
巴
／
」
・
」
で
あ
る
。
（
譜
例
Ⅲ
参
照
）

中
国
『
茉
莉
花
」
は
中
国
の
伝
統
的
な
五
声
徴
調
式

音
階
の
「
の
。
］
（
徴
）
、
｝
四
（
羽
）
、
ｓ
（
宮
）
、
局
の
（
商
）
、

己
（
角
）
、
、
。
］
（
徴
）
」
で
あ
る
。
（
譜
例
週
参
照
）

伊
集
『
打
花
鼓
の
歌
』
は
琉
球
音
階
の
「
旦
夕
旦
診

琉
球
三
線
の
一
場
調
子
調
絃
法
の
第
２
、
３
絃
の
人

差
指
の
押
絃
音
は
、
開
放
絃
音
と
「
２
全
音
」
の
距
離

で
あ
る
。
中
国
三
絃
の
正
調
調
絃
法
よ
り
、
人
差
指
の

押
絃
音
と
開
放
絃
音
の
距
離
は
少
し
長
い
。
（
図
１
参

照
、=ノ

と
．
全
音
と
半
音
」
の
距
離
で
あ
る
。
琉
球
三
線
の

一
場
調
子
よ
り
、
人
差
指
の
押
絃
音
と
開
放
絃
音
と
の

距
離
は
少
し
短
か
い
。

４
、
旋
法

３
、
音
階
と
音
列

ａ
一
ナ
０
ト
ー
フ
コ

吠
卜
、
可
、
一
ナ
？
ト
ー
フ
コ
ド
を
も
っ
て
分

2２ 
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そ
の
外
、
路
次
楽
の
『
頌
王
声
」
は
、
さ
か
の
ぼ
ろ
を
経
り
、
中
国
昆
曲
伝
統
曲
牌
『
柳
青
娘
』
と
の
間
の
源
流
関

（
、
）

係
が
は
っ
き
り
で
き
る
。

な
意
義
が
あ
る
。

析
し
た
ら
、
琉
球
の
特
徴
的
な
旋
法
の
長
三
度
と
短
二
度
の
テ
ト
ラ
コ
ー
ド
を
も
っ
て
、
中
国
伝
統
旋
法
の
一
つ
の
短

三
度
と
長
二
度
の
テ
ト
ラ
コ
ー
ド
に
と
っ
て
か
わ
っ
て
い
る
。
（
譜
例
咀
参
照
）

琉
球
の
人
々
が
中
国
音
楽
を
吸
収
改
変
す
る
過
程
の
な
か
で
、
こ
の
よ
う
な
変
化
の
規
則
性
は
あ
る
程
度
の
普
通
的

部
分
的
に
要
素
受
容
と
は
、
琉
球
伝
統
音
楽
に
お
け
る
中
国
伝
統
音
楽
の
影
響
を
受
け
る
過
程
で
、
た
だ
そ
の
中
の

部
分
的
な
要
素
を
吸
収
し
、
そ
し
て
そ
の
要
素
を
も
っ
て
、
琉
球
固
有
音
楽
及
び
そ
の
ほ
か
地
域
（
た
と
え
ば
日
本
本

土
な
ど
地
方
）
か
ら
吸
収
し
た
要
素
と
融
合
し
、
｜
つ
新
し
い
音
楽
ス
タ
イ
ル
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
組
踊
と
三
弦
楽

は
そ
の
類
型
に
属
す
る
。

組
踊
は
各
種
の
要
素
が
混
合
し
、
溶
け
合
っ
て
で
き
あ
が
っ
た
音
楽
の
も
っ
と
も
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中

に
は
、
琉
球
固
有
の
音
楽
に
よ
る
基
礎
と
、
日
本
本
土
な
ら
び
に
中
国
か
ら
の
影
響
を
受
け
継
い
だ
要
素
と
が
あ
る
。

組
踊
の
基
礎
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
琉
球
で
育
ま
れ
た
古
典
舞
踊
と
古
典
音
楽
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
古
典
舞
踊
と
古

典
音
楽
が
物
語
の
展
開
と
登
場
人
物
の
感
情
表
現
の
必
要
に
応
じ
て
新
た
に
組
み
合
わ
さ
れ
、
改
造
さ
れ
て
組
踊
と
い

三
、
部
分
的
に
要
素
受
容

2３琉球伝統音楽における中国伝統音楽受容の三つの類型

Hosei University Repository



う
総
合
音
楽
形
式
の
有
機
的
な
一
部
分
と
な
っ
た
。
そ
し
て
同
時
に
、
組
踊
は
日
本
本
土
の
音
楽
形
式
、
た
と
え
ば
、

能
、
謡
曲
か
ら
も
栄
養
を
豊
富
に
吸
収
し
て
い
る
。
組
踊
の
創
始
者
で
あ
る
玉
城
朝
薫
創
作
の
五
つ
の
組
踊
（
「
銘
苅

子
」
『
執
心
鐘
入
』
『
女
物
狂
』
「
二
童
敵
討
』
『
孝
行
の
巻
」
）
に
例
を
と
れ
ば
、
濃
厚
な
土
着
性
を
具
え
た
『
孝
行
の

巻
」
を
除
く
と
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
関
し
て
『
銘
苅
子
』
は
謡
曲
『
羽
衣
』
か
ら
影
響
を
受
け
継
ぎ
、
『
執
心
鐘
入
』
は

能
や
歌
舞
伎
の
『
道
成
寺
』
と
「
安
達
原
』
の
筋
立
て
を
取
り
入
れ
、
創
作
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
『
女
物
狂
』

と
能
楽
『
隅
田
川
』
、
「
二
童
敵
討
』
と
能
楽
『
夜
討
曽
我
」
「
子
袖
曽
我
」
と
は
、
い
ず
れ
も
緊
密
な
関
係
が
あ
る
。

ま
た
、
田
里
の
作
品
『
萬
歳
敵
討
』
は
謡
曲
『
放
下
僧
』
か
ら
、
高
宮
城
創
作
の
「
花
売
之
縁
』
は
「
芦
刈
』
か
ら
脱

皮
し
て
き
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
形
式
に
関
し
て
は
、
組
踊
の
名
乗
り
、
口
説
、
歌
唱
形
式
、
同
吟
、
舞
台
構
成
、

伴
奏
地
謡
、
装
束
な
ど
が
い
ず
れ
も
、
能
楽
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
。

名
乗
り
は
、
登
場
人
物
が
自
分
の
名
前
や
住
ま
い
、
身
分
を
観
衆
に
紹
介
す
る
こ
と
で
あ
り
、
多
く
の
組
踊
の
中
に

こ
れ
に
類
似
す
る
表
現
法
が
あ
る
。
口
説
は
名
乗
り
に
次
ぐ
歌
唱
形
式
で
あ
り
、
旅
路
の
景
色
を
叙
唱
し
た
り
、
劇
中

人
物
の
内
面
感
情
と
願
望
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
組
踊
の
口
説
の
多
く
は
、
能
楽
を
踏
襲
し
て
い
る
。
能
楽
に
あ
る
下

歌
と
上
歌
は
、
一
定
の
詩
形
を
持
つ
歌
唱
形
式
で
あ
り
、
つ
ね
に
叙
事
と
杼
情
に
用
い
ら
れ
、
主
役
と
脇
役
に
よ
り
、

演
唱
さ
れ
る
。
こ
の
歌
唱
形
式
も
組
踊
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
、
同
吟
は
能
楽
の
主
役
と
脇
役
と
の
合
唱
で
あ
り
、

組
踊
に
現
れ
る
例
も
少
な
く
な
い
。

組
踊
の
地
方
（
じ
か
た
）
も
、
能
楽
と
ほ
ぼ
同
じ
く
、
太
鼓
、
笛
な
ど
が
あ
る
。
違
い
は
三
線
と
箏
が
入
っ
て
い
る

2４ 
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点
で
あ
る
。
ま
た
、
組
踊
の
舞
台
構
成
、
舞
台
動
作
と
化
粧
な
ど
に
も
、
能
楽
と
共
通
す
る
部
分
が
多
い
。
全
体
か
ら

見
る
と
組
踊
は
能
楽
よ
り
写
実
に
傾
き
、
現
代
演
劇
に
近
く
、
能
楽
か
ら
現
代
演
劇
へ
の
過
渡
の
一
環
で
あ
る
と
言
え

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

（
皿
）

組
踊
と
中
国
戯
曲
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
か
っ
て
筆
者
は
『
琉
球
組
踊
と
中
国
戯
曲
』
で
初
歩
的
な
分
析
を
試
み
た
。

組
踊
の
物
語
を
構
成
す
る
基
本
的
思
想
に
つ
い
て
、
当
間
一
郎
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
四
七
の
組
踊
の
う
ち
四
六
は
忠
孝

節
義
を
内
容
と
し
、
中
国
の
伝
統
的
な
儒
家
思
想
と
深
い
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
基
本
的
な
特
徴
に
つ
い
て
言
え
ば
、

両
者
は
、
い
ず
れ
も
、
総
合
性
、
虚
構
性
及
び
様
式
性
（
あ
る
い
は
規
範
性
）
と
い
っ
た
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
基

本
的
な
美
学
的
原
則
に
つ
い
て
言
え
ば
、
組
踊
も
、
中
国
戯
曲
も
、
「
写
意
」
を
主
と
す
る
美
学
観
を
貫
い
て
い
る
。

つ
ま
り
、
単
純
な
形
の
類
似
で
は
な
く
、
真
髄
の
追
求
に
力
を
入
れ
、
対
象
の
情
趣
の
描
写
と
本
質
の
表
現
に
重
き
を

置
い
て
い
る
。
劉
富
琳
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、
組
踊
の
歌
の
創
作
方
式
は
中
国
伝
統
戯
曲
の
曲
牌
の
。
曲
多
用
」
と

（
皿
）

類
似
し
て
い
る
。
具
体
的
に
演
目
の
面
に
は
、
組
踊
『
執
心
鐘
入
」
と
中
国
戯
曲
『
朱
文
走
鬼
」
、
『
一
一
一
塁
敵
討
』
と

「
趙
氏
孤
児
』
、
「
銘
刈
子
」
と
『
牛
郎
織
女
』
、
「
手
水
の
縁
』
と
『
宣
官
子
弟
錯
立
身
』
な
ど
の
間
に
、
あ
ら
す
じ
、

劇
の
構
造
、
役
者
演
技
の
構
造
要
素
な
ど
面
に
、
た
く
さ
ん
共
通
点
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
琉
球
組
踊
の
成
立
と
展
開
の

過
程
中
、
部
分
的
に
要
素
受
容
の
方
式
を
以
っ
て
、
中
国
戯
曲
の
影
響
を
受
け
た
と
説
明
で
き
る
。

琉
球
三
線
音
楽
は
複
合
性
あ
る
音
楽
文
化
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
音
楽
の
特
徴
は
主
に
琉
球
固
有
の
音
楽
芸
能
形
式

に
根
ざ
し
な
が
ら
、
中
国
三
弦
及
び
そ
の
音
楽
か
ら
栄
養
を
豊
富
に
吸
収
し
、
同
時
に
、
日
本
本
土
の
一
一
一
味
線
音
楽
か
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ら
も
影
響
を
受
け
た
と
こ
ろ
に
現
れ
て
い
る
。

三
線
は
琉
球
に
伝
わ
っ
た
当
初
か
ら
、
琉
歌
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、
ま
た
、
琉
球
固
有
の
歌
謡
で
あ
る
「
お
も

ろ
」
と
も
深
い
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
琉
歌
の
中
に
あ
る
多
く
の
要
素
が
「
お
も
ろ
」
か
ら
来
て
い
る
し
、
多
く
の
歌

詞
が
直
接
に
「
お
も
ろ
」
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
「
お
も
ろ
」
は
三
線
音
楽
の
主
流
で
あ
る
琉
歌

の
母
胎
で
あ
る
。
そ
の
後
、
三
線
音
楽
は
琉
球
固
有
の
歌
唱
形
式
の
旋
律
（
例
え
ば
、
民
謡
や
民
俗
音
楽
の
中
に
あ
る

歌
唱
の
旋
律
な
ど
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
内
容
を
充
実
さ
せ
て
き
た
か
ら
、
琉
球
三
線
音
楽
は
琉
球
固
有
の
音
楽
の
基
礎

の
上
に
し
っ
か
り
と
根
ざ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
琉
球
の
三
線
及
び
そ
の
音
楽
の
中
で
、
楽
器
の
形
状
や
名
称
の
語
源
、
一
一
一
線
と
歌
唱
と
の
関
係
、

調
弦
法
、
楽
譜
（
記
譜
法
）
、
楽
曲
（
旋
律
）
、
音
階
と
い
っ
た
面
に
関
し
て
は
、
い
ず
れ
も
、
中
国
の
三
弦
及
び
そ
の

音
楽
と
深
い
関
係
が
あ
る
。
中
国
の
一
一
一
弦
に
は
、
大
三
弦
、
中
三
弦
、
小
三
弦
と
い
う
一
一
一
種
類
が
あ
る
が
、
琉
球
の
三

線
の
形
状
は
、
中
国
南
方
の
小
三
弦
と
お
お
む
ね
同
じ
で
あ
り
、
違
い
と
い
え
ば
、
琉
球
の
一
一
一
線
の
胴
は
中
国
の
小
三

弦
よ
り
や
や
大
き
く
、
棹
は
や
や
短
く
、
音
の
共
鳴
が
比
較
的
良
い
。

琉
球
の
三
線
と
い
う
名
称
の
語
源
に
つ
い
て
は
一
一
つ
の
面
か
ら
考
察
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、
琉
球
方

言
で
は
、
の
四
日
】
の
臣
ロ
ノ
の
四
日
］
、
四
Ｆ
の
四
日
の
宮
Ｐ
の
四
日
の
①
Ｐ
の
げ
四
日
】
呂
旨
“
の
ケ
四
目
］
の
①
Ｐ
の
げ
ゆ
目
の
宮
口
珍
呂
四
日
の
①
ロ
な
ど

と
い
う
。
こ
の
呼
び
方
は
、
福
建
南
部
方
一
一
一
一
口
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
。
福
建
南
部
方
言
（
閏
南
語
）
で
「
一
一
一
弦
」
は

ｍ
四
日
三
目
と
発
音
し
、
そ
の
中
の
、
四
日
の
曰
音
は
ｍ
盲
目
の
宮
Ｐ
の
冨
昌
呂
冒
の
曰
診
目
音
の
出
所
と
考
え
ら
れ
る
。
も
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う
一
つ
は
、
琉
球
標
準
語
で
「
一
一
一
線
」
を
ｍ
：
呂
曰
と
発
音
す
る
点
で
、
そ
れ
は
、
北
京
語
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る

よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
北
京
語
で
「
一
一
一
弦
」
を
ｍ
：
凶
目
と
発
音
し
、
そ
の
中
の
の
目
の
ロ
音
は
、
琉
球
標
準
語

の
目
の
呈
曰
と
同
じ
だ
か
ら
で
あ
る
。
歴
史
的
に
考
え
る
と
、
冊
封
使
は
北
京
発
音
を
正
統
と
す
る
中
国
語
の
発
音
を

（
Ｍ
）
 

琉
球
人
に
教
え
た
か
ら
、
の
目
の
宣
旨
の
発
音
は
北
京
発
音
に
近
い
は
ず
で
あ
る
。

三
線
と
歌
唱
の
関
係
に
つ
い
て
、
琉
球
古
典
音
楽
で
は
、
歌
唱
は
、
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
一
一
一
線
で
伴
奏
し
、
歌

唱
ぬ
き
の
三
線
演
奏
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。
中
国
で
も
、
一
一
一
弦
は
各
種
の
説
唱
音
楽
の
主
要
な
伴
奏
楽
器
で
あ
る
。

福
建
南
曲
で
は
、
三
弦
は
琵
琶
、
洞
篇
、
二
弦
と
と
も
に
、
歌
唱
の
伴
奏
を
す
る
。
こ
の
他
、
記
譜
法
、
調
弦
法
、
音

階
、
旋
律
、
唱
奏
関
係
（
歌
唱
と
伴
奏
と
の
関
係
）
、
演
奏
様
式
、
一
曲
多
詞
、
音
楽
思
想
な
ど
に
関
し
て
も
、
琉
球

一
一
一
線
音
楽
と
深
い
関
係
が
あ
る
。
具
体
的
な
分
析
は
、
拙
著
『
三
弦
芸
術
論
』
の
各
章
で
詳
述
す
る
。
し
だ
か
っ
て
、

「
部
分
的
に
要
素
受
容
」
の
音
楽
ス
タ
イ
ル
の
一
つ
と
し
て
、
琉
球
一
一
一
線
音
楽
に
お
け
る
中
国
三
弦
と
そ
の
音
楽
を
吸

収
し
、
融
和
し
、
こ
れ
を
以
っ
て
自
分
に
豊
富
す
る
。
さ
ら
に
自
分
の
特
色
あ
る
琉
球
三
線
と
そ
の
音
楽
を
創
案
す
る
。

日
本
本
土
の
一
一
一
味
線
が
琉
球
か
ら
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
の
は
、
す
で
に
定
説
と
な
っ
て
い
る
が
、
同
時
に
琉
球
の
三

線
及
び
そ
の
音
楽
の
中
に
は
、
日
本
本
土
か
ら
受
け
た
多
く
の
逆
方
向
の
影
響
を
発
見
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
形
状
に

つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
琉
球
一
一
一
線
は
中
国
の
小
三
弦
よ
り
棹
が
短
く
、
胴
が
大
き
い
。
胴
が
大
き
い
こ
と
は
日

本
本
土
か
ら
の
影
響
と
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
三
線
の
各
部
位
の
名
称
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
に
は
日
本
本
土
と

（
脂
）

同
ト
レ
で
あ
う
っ
。
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三
線
の
歌
の
歌
詞
に
つ
い
て
、
日
本
本
土
の
影
響
を
受
け
た
典
型
的
な
例
は
、
『
仲
風
』
で
あ
る
。
そ
の
歌
詞
の
音

節
は
七
五
八
六
と
な
っ
て
い
る
。
前
半
の
七
、
五
音
節
は
日
本
本
土
の
和
歌
の
構
造
と
同
じ
で
あ
り
、
後
半
の
八
、
六

音
節
は
、
琉
球
伝
統
の
琉
歌
の
構
造
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
本
土
の
和
歌
と
琉
球
の
琉
歌
と
い
う
両
方
の
特
徴

を
折
衷
し
た
中
間
的
な
形
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
仲
風
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
『
口
説
』
は
、
日
本
本
土
か
ら
琉
球
に

直
接
伝
わ
っ
て
き
た
形
式
で
あ
る
。
そ
の
詞
形
に
つ
い
て
は
、
日
本
本
土
と
同
じ
、
七
、
五
連
続
型
が
圧
倒
的
多
数
を

占
め
て
い
る
。
歌
詞
に
用
い
ら
れ
る
語
彙
も
、
ほ
と
ん
ど
日
本
本
土
の
大
和
言
葉
で
あ
る
。

琉
球
の
三
線
音
楽
は
、
琉
球
固
有
の
音
楽
芸
能
文
化
と
、
日
本
本
土
及
び
中
国
の
音
楽
芸
能
文
化
の
影
響
が
長
期
に

わ
た
る
発
展
過
程
で
融
合
し
、
形
成
さ
れ
た
複
合
的
な
音
楽
芸
能
文
化
で
あ
る
。

総
括
的
に
の
べ
る
と
、
琉
球
伝
統
音
楽
に
お
け
る
中
国
伝
統
音
楽
の
受
容
は
、
原
存
受
容
、
変
体
受
容
お
よ
び
部
分

的
に
要
素
受
容
と
三
つ
の
類
型
が
あ
る
。
し
か
し
、
ど
の
類
型
も
受
容
の
過
程
中
、
受
容
者
は
必
ず
自
分
の
感
性
に
よ
っ

て
受
容
対
象
を
変
化
さ
せ
、
改
造
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
私
た
ち
は
、
「
変
化
」
は
絶
対
的
で
あ
り
、
「
不
変
」
は

相
対
的
で
あ
る
と
言
え
る
。
「
原
存
受
容
」
と
「
変
体
受
容
」
と
い
う
の
は
、
変
化
す
る
程
度
の
違
い
の
謂
い
で
あ
る
。

即
ち
、
「
原
存
受
容
」
の
「
変
」
は
、
全
く
変
化
し
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
「
量
」
の
変
化
の
段
階
で
あ
る
。

「
変
体
受
容
」
の
「
変
」
は
、
変
化
の
程
度
が
「
質
」
的
な
変
化
に
ま
で
及
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

結
論
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そ
し
て
、
「
原
存
受
容
」
「
変
体
受
容
」
い
ず
れ
も
歴
史
、
社
会
、
文
化
に
起
因
す
る
。

琉
球
御
座
楽
が
中
国
音
楽
を
受
容
す
る
際
に
「
変
化
し
な
か
っ
た
」
原
因
は
、
御
座
楽
の
成
立
の
過
程
で
、
外
交
上

の
便
宜
の
た
め
に
中
国
音
楽
を
吸
収
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
琉
球
は
宗
主
国
に
対
し
て
尊
敬
の
念
を
抱
き
、

宗
主
国
の
音
楽
を
王
国
の
飾
り
と
し
て
の
必
需
品
と
み
な
し
、
王
権
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
取
り
込
ん
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、

意
識
的
に
変
化
と
改
造
を
避
け
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
後
に
は
薩
摩
藩
の
支
配
者
も
、
「
異
国
支
配
の
誇
り
」
と
い
う

需
要
を
満
た
す
た
め
に
、
で
き
る
だ
け
中
国
風
を
保
た
せ
た
の
で
あ
る
。

『
打
花
鼓
』
の
沖
縄
に
お
け
る
変
化
し
た
要
因
は
三
つ
あ
る
と
考
え
る
。
第
一
に
、
演
出
の
場
の
変
化
で
あ
る
。
民

俗
行
事
と
し
て
道
で
遊
び
歩
く
の
に
適
応
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
元
々
は
室
内
性
・
劇
場
性
・
物
語
性
・
戯
劇
性
を
表

現
し
て
い
た
も
の
か
ら
、
戸
外
性
・
広
場
性
・
非
物
語
性
・
舞
踊
性
に
変
わ
っ
て
い
る
。
第
二
に
、
芸
術
的
な
趣
向
の

面
で
は
、
琉
球
の
人
々
は
太
鼓
音
楽
を
好
ん
で
表
現
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
伊
集
『
打
花
鼓
』
の
演
出
で

は
、
物
語
を
述
べ
る
の
を
切
り
捨
て
て
太
鼓
を
打
つ
こ
と
や
、
い
ろ
い
ろ
な
振
り
に
重
点
を
お
い
て
い
る
。
第
三
に
、

思
想
的
な
面
で
あ
る
。
琉
球
の
人
々
が
『
打
花
鼓
』
を
作
り
か
え
て
き
た
要
因
を
、
さ
ら
に
深
く
探
る
な
ら
ば
、
『
忠

孝
節
義
』
と
『
礼
楽
治
天
下
」
の
封
建
的
な
倫
理
道
徳
を
尊
崇
す
る
儒
家
思
想
と
関
連
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
公
子
が

き
れ
い
な
太
鼓
打
ち
の
婦
人
に
戯
れ
る
と
こ
ろ
は
、
伊
集
の
「
打
花
鼓
」
で
は
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

組
踊
は
、
琉
球
の
固
有
音
楽
に
基
礎
と
し
て
、
広
く
日
本
本
土
や
中
国
の
音
楽
要
素
を
吸
収
し
、
融
合
し
、
一
つ
の

新
し
い
音
楽
ス
タ
イ
ル
を
創
案
し
た
。
琉
球
の
人
々
が
よ
く
吸
収
し
、
融
合
し
、
創
新
し
て
音
楽
の
創
造
力
に
体
現
し
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注
解（
１
）
山
内
盛
彬
『
琉
球
音
楽
芸
能
史
』
、
『
山
内
盛
彬
著
作
集
第
一
巻
』
第
七
七
～
二
二
○
ペ
ー
ジ
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、

一
九
九
三
年
第
一
版
、
日
本
那
覇
。

（
２
）
富
浜
定
吉
『
五
線
譜
琉
球
古
典
音
楽
』
第
二
六
四
ペ
ー
ジ
、
文
教
図
書
、
一
九
八
○
年
第
一
版
、
日
本
那
覇
。

（
３
）
「
中
国
民
間
歌
曲
集
成
（
福
建
巻
）
』
第
四
七
五
ペ
ー
ジ
、
中
国
扇
国
Ｚ
中
心
、
一
九
九
六
年
第
一
版
、
中
国
北
京
。

（
４
）
山
内
盛
彬
『
琉
球
王
朝
古
謡
秘
曲
研
究
』
第
三
九
○
、
三
四
一
ペ
ー
ジ
、
民
俗
芸
能
全
集
刊
行
会
、
一
九
五
九
年
、
日
本
東

以
上
の
三
類
型
の
受
容
の
中
で
、
共
通
的
、
主
導
的
な
「
変
化
し
た
」
原
因
は
、
主
に
琉
球
の
人
々
が
長
い
歴
史
の

発
展
、
芸
術
の
実
践
の
中
で
形
成
し
て
き
た
独
白
の
美
意
識
と
習
慣
と
し
て
き
た
音
楽
言
語
に
あ
り
、
琉
球
の
人
々
は

無
意
識
の
う
ち
に
、
自
分
の
美
意
識
と
習
慣
と
し
て
き
た
音
楽
一
一
一
一
口
語
に
よ
っ
て
外
来
の
音
楽
を
改
造
し
、
そ
の
外
来
音

楽
を
自
分
の
美
意
識
に
適
応
さ
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。

た
。

（
５
）
 

（
６
）
 

（
７
）
 

富
浜
定
吉
「
五
線
譜
琉
球
古
典
音
楽
』
第
二
六
六
ペ
ー
ジ
、
文
教
図
書
、
一
九
八
○
年
第
一
版
、
日
本
那
覇
。

山
内
盛
彬
『
琉
球
王
朝
古
謡
秘
曲
研
究
』
第
二
九
八
ペ
ー
ジ
、
民
俗
芸
能
全
集
刊
行
会
、
一
九
五
九
年
第
一
版
、
日
本
東
京
。

高
景
池
伝
譜
、
奨
歩
義
編
「
昆
曲
伝
統
曲
牌
選
』
、
第
一
三
七
ペ
ー
ジ
、
人
民
音
楽
出
版
社
、
一
九
八
一
年
第
一
版
、
中
国
北

京
。
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参
照
文
献

（
８
）
山
内
盛
彬
「
琉
球
王
朝
古
謡
秘
曲
研
究
』
第
三
一
一
一
ペ
ー
ジ
、
民
俗
芸
能
全
集
刊
行
会
、
一
九
五
九
年
、
日
本
東
京
。

（
９
）
山
内
盛
彬
『
琉
球
王
朝
古
謡
秘
曲
研
究
』
第
三
一
一
○
ペ
ー
ジ
、
民
俗
芸
能
全
集
刊
行
会
、
一
九
五
九
年
、
日
本
東
京
。

（
皿
）
喜
名
盛
昭
『
沖
縄
と
中
国
の
芸
能
」
第
一
四
二
ペ
ー
ジ
、
ひ
る
ぎ
社
、
一
九
八
四
年
第
一
版
、
日
本
那
覇
。

（
、
）
王
耀
華
『
三
弦
芸
術
論
（
下
巻
）
』
第
六
九
’
七
五
ペ
ー
ジ
、
海
峡
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
一
年
第
一
版
、
中
国
福
州
。

（
Ｅ
）
王
耀
華
『
琉
球
・
中
国
音
楽
比
較
論
」
第
一
一
一
一
一
一
’
’
三
九
ペ
ー
ジ
、
那
覇
出
版
社
、
一
九
八
七
、
日
本
那
覇
。

（
Ⅲ
）
劉
富
琳
『
琉
球
組
舞
と
中
国
戯
曲
』
、
海
峡
文
芸
出
版
社
、
二
○
○
二
年
、
中
国
福
州
。

（
Ｍ
）
小
島
理
礼
「
琉
球
学
の
視
角
』
第
一
一
五
八
’
一
一
六
一
ペ
ー
ジ
、
『
福
建
文
化
の
比
較
文
学
の
展
望
一
一
、
一
一
一
弦
か
ら
三
味
線

に
』
、
柏
書
房
、
一
九
八
三
年
、
日
本
東
京
。

（
過
）
王
耀
華
『
三
弦
芸
術
論
（
中
巻
）
」
図
六
五
、
海
峡
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
一
年
第
一
版
、
中
国
福
州
。

１
、
伊
波
普
猷
『
校
註
琉
球
戯
曲
集
」
、
椿
樹
社
、
一
九
二
九
年
初
版
発
行
、
一
九
九
二
年
複
刻
版
発
行
、
日
本
沖
縄
。

２
、
山
内
盛
彬
『
琉
球
の
音
楽
芸
能
史
』
、
『
山
内
盛
彬
著
作
集
第
一
巻
』
第
七
七
’
一
一
二
○
ペ
ー
ジ
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、

一
九
九
三
年
第
一
版
、
日
本
那
覇
。

３
、
山
内
盛
彬
『
琉
球
王
朝
古
謡
秘
曲
の
研
究
員
民
俗
芸
能
全
集
刊
行
会
、
一
九
五
九
年
、
日
本
東
京
。

一泉。
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９
、
王
耀
華
『
琉
球
御
座
楽
と
中
国
音
楽
』
、
人
民
教
育
出
版
社
、

８
、
王
耀
華
『
琉
球
・
中
国
音
楽
比
較
論
』
、
那
覇
出
版
社
、

７
、
王
耀
華
『
琉
球
と
中
国
の
三
弦
音
楽
』
、
第
一
書
房
、

６
、
王
耀
華
『
三
弦
芸
術
論
』
、
海
峡
文
芸
出
版
社
、

４
、
小
島
理
礼
『
琉
球
学
の
視
角
』
、
柏
書
房
、

５
、
当
間
一
郎
『
組
踊
研
究
』
、
第
一
書
房
、

九
八
五
年
、
日
本
東
京
。

九
八
三
年
、
日
本
東
京
。

九
九
一
年

九
九
八
年
第
一
版
、
日
本
東
京
。

九
八
七
年
第
一
版
、
日
本
那
覇
。

○
○
三
年
九
月
第
一
版
、
中
国
北
京
。

月
第
一
版
、
中
国
福
州
。
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